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南  一弘

うえにまだまだ足りません。オフィスも新

耐震ビルでの空室が激減しています。ひ

どい揺れを経験したわけですから、そうし

たビルにこだわろうとする行動は当然あ

るでしょう。東京も新耐震ビルへの移転

が真剣に考えられる流れにもなってきまし

た。供給不足の賃貸住宅はかなりの値上

がりが起こっています。通常ならば市場賃

料の上昇は歓迎ですが、今回においては

複雑な気持ちです。イヤな言葉ですが、こ

れが「震災特需」です。でも肝心なのは長

い眼でみて、よい意味での「特需」としな

ければなりません。政府にははやく復興

ビジョンを明確に示してもらいたいと切に

思っています。なるべくは震災に触れず、

他の観点から街をみて歩こうと思っていた

のですが、今回は無理でした。でも、ここ

で感じた活気はすごかったですよ。皆さん

も仙台の街、いや東北を歩いてみてくだ

さい。百聞は一見にしかず。

青葉城址の高台から街全体を眺め、政

宗公ならば今回の震災をどの様な気持ち

で受け止めたか、彼なら復興をどう進め

るかを考えていました。どうであれ、馬上

で多少苛立ちながらも見守っているのだ

ろうなと。小生は気付かなかったのです

が、地元の人がこの高台から街を見わた

すと浜辺の松林が消失していることがわ

かるそうです。その風景は寂しいもので

しょう。でも、街の中心部は震災当時を

感じさせません。むしろ活気づいていま

す。その活気を肌で感じようと今回も歩

き回りました。

伊達（仙台）藩の江戸幕府への反骨精神

からなのでしょうか、小生の感じるとこ

ろ、この街はいつも凛としています。行き

交う人すべてというわけでなく、他に都市

計画の進んだ街があるなかで飛び抜けて

いるわけでもなく、新しい開発が群を抜

いているわけでもないのに、です。思う

に、東北の中心として栄えてきたプライド

からなのでしょうか。結局、わからずじま

いですが、昼食でおいしい牛タンにあり

つけたのでよし。これが軟らかいのなん

のって最高でした。通のひとに言わせれ

ば、ほどよく硬いものがいいのだそうで

すが、小生は通ではないので大満足です。

お腹も満たされて、震災が不動産へどう影

響を及ぼしたかについて考えてみました。

ご想像のとおり、賃貸住宅に空きがない

何も変哲もない都市「仙台」は、凛とした雰囲気が特徴
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